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昨年度までの取り組み

納豆菌を床に散布し臭気測定



•床にコーヒーカスを散布後、表面2～４ｃｍ撹拌し一週

間ごとに撹拌とサンプルの臭気測定を行った。

コーヒーカス散布 撹拌 サンプルづくり

今年度の取り組み



実験の目的

・床の臭気によるストレス軽減

１ 牛は動物の中でも鼻が利く動物であるため

２ アニマルウェルフェアの観点から、出荷までのストレス

軽減を目指す



目的を達成するために

１ コーヒーカス、納豆菌、木酢液を選び、床に散布するこ
とで消臭効果があると考えた。

２ 臭気の判定を数値化するために、アンモニア、硫化水素、
アセトアルデヒドを測定項目とし、臭気測定を行った。



アンモニアによる牛への被害

・多くのエネルギーを消耗

・過呼吸

・ストレス負荷

アンモニアの濃度が高くなると・・・



アンモニアが及ぼす影響

人 体

激しく鼻や喉を刺激

肺や気管支に炎症

高濃度のガスを吸うと、
口や喉に痙攣を起こす

目に入ると失明の危険

牛

呼吸器系疾病の増加

受胎率の低下

肝臓にダメージ

エネルギーとビタミンBの
消耗



アセトアルデヒドが及ぼす影響

・臭気の特徴
刺激的な青臭い臭い

・毒性
・頭痛、吐き気、顔が赤くなる
・食道がん、乳がん、肝臓がん、胃がん、大
腸がんなどを発症しやすくなる



硫化水素が及ぼす影響

・臭気の特徴
腐った卵のようなにおい

・毒性
・嗅覚の麻痺や目の損傷、呼吸障
害、肺水腫を引き起こし死に至
る場合もある。



濃度の測定方法

・気体検知管
（測定範囲 0.5～78ppm）

・検知管式気体測定器



実験①【床の臭気測定】

コーヒーカス、納豆菌、木酢液を糞と一緒にタンクの中に入

れ、それぞれの消臭効果を調べた
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実験①の結果

１ アンモニアについては、木酢液が消臭効果が高かった

２ 硫化水素とアセトアルデヒドとについては、効果は見ら
れなかった

この結果から踏まえて

１ 入手方法が容易で散布することが簡単なコーヒーカスを利用
することにした。

２ また、SDGsの観点からもコーヒーカスを利用ことで貢献で
きると考えた。



実験②【コーヒーカスを用いた臭い対策】

牛舎の床にコーヒーカスをまき、アンモニア、アセトアルデ

ヒド、硫化水素の測定調査を行った
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実験②の結果

１ コーヒーカスを散布した直後は散布しない試験区に比べ、数値

が低くなったが１・２週間後には数値はあまり変わらなかった。

２ 硫化水素、アセトアルデヒドは、効果はなかった。

３ 硫化水素は、時間が経つにつれて発生していた。



考察

１ コーヒーカスを定期的に散布することで臭気を持続的に抑

えることができる

２ 量はその後検討しないといけない

３ コーヒーカスを敷き床に巻くことによって再利用できる

（SDGs）

４ 臭気を抑えることができるのでアニマルウェルフェアに近づけ

ることができるのではないか



出品牛

伴真号
令和３年６月４日【３１か月齢】

喜亀忠×華春福×紋次郎

光樹号
令和３年６月４日【３１か月齢】

秀幸福×美国桜×華春福



出品牛の体重及びDGの推移
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出品牛の体重及びDGの推移
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ご清聴ありがとうございました！！


